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国
分
寺
釈
迦
堂
霊
園
墓
地

　

天
平
の
丘
公
園
内
に
あ
る
国

分
寺
釈
迦
堂
霊
園
墓
地
に
お
い

て
使
用
場
所
の
返
還
が
生
じ
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
使
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

・
墓
所
数　

２
基
（
使
用
済
）

　
　
　
　
　

１
基
（
未
使
用
）

・
募
集
期
間　

12
月
１
日
㈭
〜

15
日
㈭

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
内
容
を

確
認
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 　

釈
迦
堂
霊
園
墓
地
以
外
の
市

営
墓
地
は
、
随
時
使
用
申
込
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
墓
所
共
通
内
容

⑴
使
用
料
は
、
墓
所
を
使
用
で

き
る
権
利
で
、
土
地
の
所
有
権

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑵
管
理
料
は
、
共
用
施
設
の
除

草
等
、
墓
地
を
管
理
す
る
た
め

の
費
用
で
す
。

⑶
使
用
料
お
よ
び
管
理
料
は
、

墓
地
使
用
許
可
後
に
納
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
の
資
格

⑴
本
市
に
引
き
続
き
３
年
以
上

住
所
を
有
す
る
方

⑵
同
一
世
帯
に
市
営
墓
地
の
許

可
を
受
け
て
い
る
人
が
い
な
い

方
（
他
の
市
営
墓
地
か
ら
の
改

葬
は
除
く
）

■
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

⑴
市
営
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

（
環
境
課
に
設
置
。
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

⑵
申
込
者
本
人
の
住
民
票
の
写

し
（
本
籍
記
載
の
も
の
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課

　

☎（
32
）8
8
9
8

■
市
営
墓
地
一
覧

※
カ
ロ
ー
ト

　

骨
壺
を
収
め
る
た
め
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
設
備

名　　称 所在地 使用料 管理料(年間) ※カロート設置
三昧場墓地 薬師寺3024 80,000円 2,000円 無

国分寺釈迦堂霊園墓地 国分寺993番地2 300,000円 850円 有

柴南霊園墓地 柴77番地3 270,000円 850円 有

サイ川霊園墓地 国分寺367番地3 230,000円 850円 有

柴木間内墓地 柴77番地1 170,000円 850円 無

すがた川霊園墓地 中大領688 320,000円 3,000円（普通） 有4,000円（芝生）

し
も
つ
け
環
境
市
民
会
議
事
務
局（
環
境
課
）

ゆ
う
が
お
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
通
信

下
野
市
自
然
に
親
し
む
会（
自

然
環
境
部
会
）が「「
田
中
正
造

の
日
」制
定
記
念
特
別
賞
」受
賞

　

環
境
対
策
や
自
然
保
護
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
顕
著

な
成
果
を
挙
げ
た
団
体
を
表
彰

す
る
佐
野
市
の
田
中
正
造
記
念

賞
で
、
自
然
環
境
部
会
所
属
の

「
下
野
市
の
自
然
に
親
し
む
会
」

が
田
中
正
造
の
日
制
定
記
念
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
田
中
正
造
記
念
賞
」
は
、

田
中
正
造
翁
没
後
百
年
を
顕
彰

す
る
事
業
と
し
て
、
佐
野
市
が

「
環
境
問
題
の
先
駆
者
と
し
て

の
田
中
正
造
翁
」
の
偉
業
を
称

え
、
環
境
対
策
や
自
然
保
護
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
顕

著
な
成
果
を
挙
げ
た
団
体
を
表

彰
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

25
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
事
業

で
す
。

　
「
下
野
市
の
自
然
に
親
し
む

会
」
の
「
田
中
正
造
の
日
」
制

定
記
念
特
別
賞
」
の
受
賞
理
由

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

様
々
な
自
然
保
護
活
動
に
取

り
組
む
中
で
、
特
に
ジ
ャ
コ
ウ

ア
ゲ
ハ
の
保
護
活
動
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
て
活
動
を
進
め
て
い

る
。
幼
虫
の
食
草
で
あ
る
ウ
マ

ノ
ス
ズ
グ
サ
の
分
布
調
査
を
は

じ
め
他
で
は
見
ら
れ
な
い
ユ
ニ

ー
ク
な
取
組
を
展
開
し
、「
わ

が
町
の
蝶
々
い
っ
ぱ
い
運
動
」

を
推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
か
ら
成
る

61
人
に
及
ぶ
会
員
が
植
物
部
会
、

昆
虫
部
会
な
ど
の
部
会
に
所
属

し
、
様
々
な
方
面
か
ら
保
護
活

動
を
下
支
え
し
て
お
り
、
今
後

と
も
安
定
か
つ
継
続
し
た
保
護

活
動
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
副
賞
と
し
て
金
10
万

円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

※
田
中
正
造
1
8
4
1
年
下
野

国
阿
蘇
郡（
現
栃
木
県
佐
野
市
）

生
。
日
本
初
の
公
害
事
件
と
言

わ
れ
る
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
を

告
発
し
た
政
治
家

墓 

地
国分寺釈迦堂霊園墓地


